
疾病対策課

指定難病対策担当

3491

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B105
在宅難病患者一時入院事業費 衛生費 予防費 指定難病対策費

難病の患者に対する医療等に関する法律 針路 07 誰もが活躍し共に生きる社会の実現 3,11,13

分野施策 0703 障害者の自立・生活支援 3-4,3-8,11-5,13-3

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金

決定額 5,479 2,739 2,740 △3,625

前年額 9,104 4,551 4,553

令和 4年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

公衆衛
生費

事 業
期 間

令和 3年度～ 根 拠
法 令

SDGsｺﾞｰﾙ

SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

常時医学的管理下にある人工呼吸器を装着した在宅難病
患者が、一時的に埼玉県が委託した医療機関に入院する
ことができる介護者のレスパイト目的の事業である。ま
た、災害等の非常時においても、在宅難病患者の安定し
た療養生活を継続することを目的とする。

（１）在宅難病患者一時入院事業　5,479千円

（１）事業内容
　常時医学的管理下にある人工呼吸器を装着した在宅難病患者が、一時的に埼玉県が委託した医療機関に入院することで
、介護者（ケアラー）のレスパイトを図る。　　
　また、介護者（ケアラー）の新型コロナ等の感染症罹患時や台風や豪雨等の風水害においても、在宅難病患者の避難入
院を可能とし、危機時に在宅難病患者の生命を守る。

【実施機関】事業実施が可能な医療機関に委託
【対象者】常時医学的管理下にある人工呼吸器を装着した在宅難病患者
【実施方法】拠点病院等に配置された難病診療連携コーディネーターが、一時入院に関する入退院の調整を行う。

（２）事業計画
　・委託医療機関の拡大を図る。
　・利用要件の緩和を図る。

（３）事業効果
　・安心して在宅難病患者が生活できる体制が構築できる。

国1/2　県1/2

9,500千円×0.2人＝1,900千円

前年との
対比

― 保健医療部 B105 ―
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